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子どもたちが火に親しみ火を学ぶ体験を
通じて豊かな心を育むとともに、子ども
を健全に育成する環境について検討する
ために、人類と火の関わりの深さに注目
して「火育」研究を行いました。

プロフィール
東北大学加齢医学研究所教授、医学博士。1959 年

生れ。著書に「自分の脳を自分で育てる」、「脳を育て、

夢をかなえる」など多数。

火を使うと脳が活性化！
のう か っ せ い か

東北大学川島教授と

大阪ガスの共同研究で確認

とう ほく だい がく かわ しま きょうじゅ

おお さか かくにんきょうどうけんきゅう

子どもが「マッチをする」「七輪で火をおこす」「ガスコンロを点火する」と、火を扱った時だけ

脳の意思疎通をつかさどる前頭前野が活性化しました。動物の中で火を使うのは人間だけなので、

「子どもたちが火を使うと人間らしい脳が育つのではないか」という仮説をたてて研究をしています。

のう かつ どう けい そく けんじっ

安静状態
子どもが
マッチをする

子どもが
七輪で火をおこす

子どもが
ガスコンロに点火

※上図は各プロセス中の脳
　活動分布を画像化したも
　の。《白：基準値の脳状
　態 /赤：基準値より活性
　化が見られる部位》

火を扱うことは、人類史における最大の出来事である！ということはわかったかな！？  人類が進化したのも“火”のおかげだったのに、

現代の生活では火の利用がとても減ってきているんだ！！大阪ガスは東北大学加齢医学研究所の川島隆太教授と共同で、「マッチをする」

「七輪で火をおこす」「ガスコンロを点火する」という、火に親しみ火を学ぶ体験『火育』中に脳が活発に動くことを確認したんだ！！
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「火育」に挑戦！！「火育」に挑戦！！「火育」に挑戦！！

火は、便利で大切なものです。同時に、火は危険なもの

でもあります。火を使うときは必ず、おうちの人たちと

一緒に使いましょう。近くに消火用の水を用意する

ことを忘れないようにしましょう。
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安全な火の使い方安全な火の使い方安全な火の使い方

・火を使う（ 花火など ）前に、近くに人がいないか、周りに

  燃えやすいものがないかなど、安全を確かめましょう。

・手袋は燃えやすいので、火を使うときは外しましょう。

・風の強いときはやめましょう。途中で風が強くなったときは

  中止しましょう。

・花火遊びをするときは、説明書をよく読みましょう。

・火を使うときは、消火できるものを用意しましょう。

  （水をはったバケツ、濡れたぞうきんなど）

・後始末を忘れないようにしましょう。

・ゴミは持ち帰りましょう。
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マッチをすってみよう！マッチをすってみよう！

火を消す
け

火がつく（マッチ棒が燃える）
も

マッチ棒の赤いところとマッチ箱

の茶色いところを勢いよくする

ぼう あか ばこ

ちゃ いろ いきお

STEP1
ス テ ッ プ

STEP2
ス テ ッ プ

STEP3
ス テ ッ プ

・マッチ棒を3本の指でしっかり持ちましょう。

・手前から下向きにすると安全です。

・箱の中のマッチ棒の頭とは逆の

  方向に すりましょう。

てまえ したむ あんぜん

ぼん ゆび も

なか ぎゃく

ほうこう

・水の入った容器に入れて火を

  消しましょう。

はい ようき い

・火がついている方を上向きにすると、

　手が熱くなりません。
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古代の火おこしに挑戦しよう！
    ～ひもきり式火おこし体験～
古代の火おこしに挑戦しよう！
    ～ひもきり式火おこし体験～

STEP1
ステップ

STEP2
ステップ

STEP3
ステップ

STEP4
ステップ

STEP5
ステップ

ヒキリ棒にヒモを2回巻きつける
ぼう かい ま

ヒキリ板にヒキリ棒を合わせ、ペアの人に

上から押えてもらう

あ

おさ

ベニヤ板の下に、火種を受ける厚紙を敷く
いた ひ だね う あつがみ し

ヒモを左右に動かし、回転を早くする
さゆう うご かいてん はや

煙が出て、赤い火が見えたら成功！
けむり せいこう

火種をやさしく手であおいで、赤い火が

見えたら成功です。
せいこう

ひだね

煙が出て、ヒキリ板の溝に黒い木の

燃えカスのようなものがたまります。

回転を続けると、赤く燃える火種ができます。

けむり みぞ くろ

かいてん つづ あか ひだね

ぼく、わたしは、

１、火を大切に使います！

１、火を安全に使います！

１、火を使うときは、おうちの人と一緒にします！

3つのお約束
やくそく

参加終了証
さんかしゅうりょうしょう

参加終了証
さんかしゅうりょうしょう

マッチを
すってみよう!1

古代発火法で
火をおこそう!2
こだいはっかほう

ガスコンロを
点火しよう!3




